
『
自
助
』と『
共
助
』の
精
神
を
持
つ
防
災
意
識

自
主
防
災
組
織
が
少
な
い
危
機
―

『
自
助
』
と
は
自
分
を
自
分
で
守
る
こ
と

『
共
助
』
と
は
皆
で
皆
を
守
る
こ
と

　
災
害
が
起
き
た
場
合
、
早
急
に
効
果
を
発
揮

す
る
の
が
こ
の
自
助
と
共
助
だ
。
災
害
対
策
基

本
法
第
５
条
２
項
に
は
「
市
町
村
長
は
、
住
民

の
隣
保
協
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
発
的
な
防
災

組
織
（「
自
主
防
災
組
織
」
と
い
う
）
の
充
実

を
図
り
、
市
町
村
の
有
す
る
す
べ
て
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
一
部
抜
粋
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
自

主
防
災
組
織
と
は
、
あ
く
ま
で
自
主
的
か
つ
自

発
的
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
消
防
組
織
法
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
消
防
団
と
は
一
線
を
画
す
。

　
平
成
21
年
４
月
現
在
、
全
国
１
，
６
５
８
の

市
区
町
村
で
13
万
９
，
３
１
６
の
自
主
防
災
組

織
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
組
織
に
よ
る
活
動
カ

バ
ー
率
（
全
世
帯
数
の
う
ち
、
自
主
防
災
組
織

の
活
動
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
地
域
の
世
帯

数
）
は
73
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
熊
本
県

の
活
動
カ
バ
ー
率
は
51
・
３
％
。
全
国
平
均
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
１
９
９
５
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
被
災
者
の
救
助
に
地
域
の
救
助
活
動

が
大
き
く
効
果
を
発
揮
し
た
。
緊
急
時
に
は
、

地
域
と
身
近
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
効
果
が
あ
る

の
だ
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
は
、
自
主
防

災
組
織
の
重
要
さ
が
特
に
訴
え
ら
れ
て
き
た
。

　
平
成
16
年
、大
津
町
で
は
「
ミ
ニ
特
区
事
業
」

が
始
ま
っ
た
。
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
防

災
活
動
」
が
あ
っ
た
。
ミ
ニ
特
区
事
業
で
は
、

防
災
活
動
は
必
須
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
各
地

域
で
防
災
組
織
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
ミ
ニ
特

区
事
業
は
平
成
19
年
に
終
了
し
、
地
域
で
の
防

災
活
動
は
必
須
事
業
で
は
な
く
な
っ
た
。以
来
、

防
災
組
織
が
機
能
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、

機
能
し
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
。
災
害
が
起
き

る
こ
と
も
危
機
だ
が
、
自
主
防
災
組
織
が
機
能

し
て
い
な
い
そ
れ
も
危
機
に
違
い
な
い
。

　　

室
北
区
に
は
、
地
域
独
自
の
防
災
の
た
め
に

災
害
対
策
本
部
が
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
７
人
で

構
成
さ
れ
、
緊
急
時
の
た
め
に
常
に
情
報
交
換

を
密
に
し
て
い
る
。
本
部
の
中
に
は
道
路
の
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
バ
イ
ク
偵
察
隊
も
お

り
、
本
格
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

災
害
時
に
援
護
が
必
要
な
人
の
た
め
に
「
要

援
護
者
リ
ス
ト
」
を
作
っ
て
い
る
。
リ
ス
ト
が

充
実
し
て
く
れ
ば
、
災
害
時
に
だ
れ
を
救
助
す

る
か
が
即
座
に
分
か
る
。

　

独
自
の
訓
練
も
行
っ
て
い
る
。
町
防
災
訓
練

の
１
カ
月
前
に
事
前
訓
練
を
行
い
、
災
害
対
策

本
部
と
各
組
長
、
消
防
団
が
参
加
し
、
独
自
の

訓
練
計
画
を
作
っ
て
本
番
の
準
備
を
す
る
。
そ

し
て
、
町
防
災
訓
練
は
地
域
全
員
で
行
う
。
日

赤
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
う
。

　区長会は防災、防犯、人権、福祉、
村おこし、環境、子育て支援など
多方向にわたって取り組んでいま
す。防災の取り組みは何かあって
からでは遅いんです。地域の人は
地域の人で守らないといけません。
これからは、町全体の防災意識が
向上し、男女関係なく、それぞれ
の役割で自主防災組織や消防団で
活躍して欲しいと思っています。
 そして 65 行政区全てに自主防災
組織を結成し、消防団と協力して
防災に取り組んで欲しいですね。

大
津
町
区
長
会
長

大お

お

村む

ら

　
築き

ず
く

さ
ん

96,875
100,594

104,539
109,016

120,299

133,344
139,316

60,000

78,000

96,000

114,000

132,000

150,000

平成 21年平成 20年平成 19年平成 18年平成 17年平成 16年平成 15年平成 14年平成 13年平成 12年

112,052
115,814

127,824

56.1%
57.9%

59.7%
61.3% 62.5%

66.9%
64.5%

69.9%

73.5%
71.7%

( 世帯数 )

　
「
や
は
り
平
和
に
な
れ
て
し
ま
う
の
が
怖
い
」

西
嶋
さ
ん
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
自
衛
隊
の
と
き

に
災
害
派
遣
で
行
っ
た
大
洋
デ
パ
ー
ト
火
災
。

デ
パ
ー
ト
内
で
遺
体
の
捜
索
を
行
っ
た
。
逃
げ

る
際
に
折
り
重
な
っ
た
で
あ
ろ
う
遺
体
の
数
々

―
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
災
害
だ
っ
た
。
そ
の
悲

惨
な
光
景
に
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
他

に
も
天
草
の
土
石
流
災
害
な
ど
に
出
動
し
て
い

る
。
実
際
の
体
験
が
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

自
助
：
共
助
：
公
助
は
、
７
：
２
：
１
の
割

合
で
振
り
分
け
ら
れ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
お
い
て
も
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
際

な
ど
の
救
出
作
業
は
約
98
％
が
自
助
と
共
助
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
「
一
番
大
切
な
の
は
、
人
間
の
命
」
だ
と
話

す
西
嶋
さ
ん
。
行
政
や
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
の

「
公
助
」が
動
き
出
す
ま
で
に
は「
共
助
」と「
自

2A 3A 4A 5A

助
」
が
と
て
も
大
切
で
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

占
め
る
。そ
の
自
助
と
共
助
を
行
う
た
め
に
は
、

わ
た
し
た
ち
が
防
災
の
た
め
に
訓
練
を
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
と
に
か
く
『
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
る
』

こ
の
こ
と
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い

人
の
力
が
必
要
な
ん
で
す
」
防
災
に
は
力
が
要

る
こ
と
を
訴
え
る
西
嶋
さ
ん
。
防
災
の
た
め
に

防
災
士
の
資
格
も
取
得
し
た
。
も
し
災
害
が

あ
っ
た
場
合
は
人
数
も
多
く
必
要
と
な
る
。
防

災
士
を
含
め
、
人
数
は
多
い
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
。
自
分
た
ち
が
活
動
す
る
こ
と
で
自
主
的

な
防
災
組
織
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
が
も
っ
と

増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
西
嶋
さ
ん

は
、
日
々
活
動
を
つ
づ
け
る
。

自
主

防
災

西
に し

嶋
じ ま

信
の ぶ

行
ゆ き

さん

室北区区長

市区町村数 管内世帯数
自主防災組織を

有する市区町村数

自主防災組織が

その活動範囲と

している地域の

世帯数

自主防災組織

活動カバー率

静岡県 37 1,428,465 37 1,394,660 97.6% 
愛知県 61 2,862,859 61 2,831,609 98.9% 
兵庫県 41 2,321,121 41 2,230,009 96.1% 
福岡県 66 2,147,845 40 1,274,644 59.3% 
佐賀県 20 307,581 19 153,164 49.8% 
長崎県 23 607,465 23 242,352 39.9% 
熊本県 47 724,636 47 371,925 51.3% 
大分県 18 504,579 18 438,898 87.0% 
宮崎県 28 496,743 28 310,403 62.5% 

鹿児島県 45 782,188 45 509,334 65.1% 
沖縄県 41 550,420 14 31,545 5.7% 

全国合計 1,800 52,877,802 1,658 38,865,083 73.5% 

自主防災組織の都道府県別結成状況

自主防災組織の組織数とカバー率の推移

今そこにある

危機
平
和
に
な
れ
て
し
ま
う
の
が

怖
い

共
に
助
け
合
う
精
神

危
機
は
災
害
だ
け
で
は
な
い
。
危
機
管
理
を
行
う
わ
た
し
た
ち
の
意
識
が
薄
れ
る
こ
と
も
危
機
と
言
え
る
。
わ
た
し
た
ち

が
自
主
的
な
防
災
組
織
を
結
成
し
、
活
動
す
る
こ
と
で
、
防
災
は
忘
災
で
は
な
く
な
る
。

こ
こ
で
は
、
先
進
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
室
北
区
の
自
主
防
災
活
動
を
見
な
が
ら
、
災
害
時
の
備
え
に
な
る
自
主
防
災

組
織
の
大
切
さ
を
確
認
す
る
。
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